
 

平成２５年度  越谷市民文化祭  第４５回 

平成２５年１１月２１日（木）～２４日（日） 

１０：００～１９：００（最終日は１８：００） 
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◇周りの１０個の輪は、昭和２９年（１９５４）１１月３日に

合併した十町村である二町八ケ村（「越谷町」誕生）を表す。 

十町 村
ちょうそん

とは、越ケ谷町
こしがやまち

・大沢町
おおさわまち

・桜井村
さくらいむら

・新方
にいがた

村
むら

・

増 林 村
ましばやしむら

・大 袋 村
おおぶくろむら

・荻島
おぎしま

村
むら

・出
で

羽村
わむら

・蒲生村
がもうむら

・大相模
おおさがみ

村
むら

 

をさす。 

◇中央部周りのデザインは、カタカナの『コ』を４個集めた 

ものである。つまり、越谷の『越』（「コ４」）を意味する。 

 

◇中心部のデザインは、越谷の『谷』の文字を図案化したもの

である。 

◇昭和３０年（１９５５）１１月３日には、草加町に合併して

いた川 柳
かわやなぎ

村
むら

のうち、伊原
いはら

・麦
むぎ

塚
つか

・上谷
うわや

が越谷町に入る。 

 

◇越谷町は、昭和３３年（１９５８）１１月３日に市に昇格し、

越谷市となり、現在に至る。 
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２
．
野
島
の
浄
山
寺
周
辺
の
か
つ
て
の
川
筋 

 

～
野
島
は
川
に
囲
ま
れ
た
中
州
だ
っ
た
～ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

加 

藤 

幸 

一 

［
野
島
の
浄
山
寺
の
山
門
］ 

 

浄
山
寺
の
現
在
残
る
山
門
は
、
か
つ
て
は
「
赤
門
」
と
呼
ば
れ
た
。
そ
の
南
方
に
は
用
水
に
架
か

る
太
鼓
橋
が
あ
っ
て
、
そ
の
入
口
に
は
「
総
門
」
が
置
か
れ
て
い
た
と
い
う
。
そ
の
「
総
門
」
に
対

し
て
「
赤
門
」
は
中
門
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
参
拝
者
は
、
総
門
を
く
ぐ
り
、
太
鼓
橋
を
渡
り
、

池
の
中
に
あ
っ
た
ま
っ
す
ぐ
な
参
道
を
進
み
、
赤
門
に
入
り
、
本
堂
に
向
か
っ
た
の
で
あ
る
。
太
鼓

橋
は
急
な
坂
だ
っ
た
の
で
、
女
性
は
橋
の
両
脇
の
細
い
道
を
通
っ
た
と
い
う
。 

な
お
、
山
門
の
西
側
、
現
在
、
車
が
境
内
に
入
る
入
口
の
所
に
は
か
つ
て
黒
門
が
あ
っ
た
と
い
う
。 

［
浄
山
寺
南
側
の
河
川
の
跡
］
（
推
定
） 

 

秦
野
秀
明
氏
に
よ
る
と
、「
こ
の
あ
た
り
の
戦
後
の
航
空
写
真
を
見
る
と
、
か
つ
て
は
金
剛
院
の 

西
側
か
ら
末
田
の
田
ん
ぼ
を
通
り
、
浄
山
寺
の
南
の
池
を
通
っ
て
流
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
川
の
存
在 

が
読
み
取
れ
る
」
と
い
う
。 

 

秦
野
氏
の
こ
の
指
摘
通
り
、
浄
山
寺
の
南
側
の
か
つ
て
の
池
は
、
河
川
の
跡
で
あ
り
、
池
の
先
の 

さ
ら
に
東
側
の
川
筋
は
、
現
在
の
小
曽
川
と
野
島
の
境
を
通
っ
て
元
荒
川
に
合
流
し
た
の
で
あ
ろ
う
。 

［
末
田
の
金
剛
院
は
川
に
囲
ま
れ
た
中
州
］ 

中
州
の
可
能
性
を
裏
付
け
よ
う
と
秦
野
氏
は
文
献
に
よ
る
調
査
を
開
始
し
た
。
金
剛
院
に
関
す
る

文
献
で
は
元
禄
十
六
年
作
成
の
『
金
龍
山
金
剛
院
来
由
記
』
に
「
武
州
埼
玉
郡
末
田
邑
中
島
金
龍
山

妙
音
寺
金
剛
院
」
と
の
記
述
が
見
ら
れ
る
と
い
う
。
「
中
島
」
と
の
表
現
よ
り
、
末
田
村
の
金
剛
院

が
か
つ
て
川
で
囲
ま
れ
た
中
州
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
定
で
き
る
。 

さ
ら
に
秦
野
氏
は
、
『
豊
山
伝
通
記
』
で
も
金
剛
院
を
、
「
島
」
・
「
中
島
」
と
略
称
で
記
述
さ

れ
て
い
る
と
し
て
、
末
田
の
金
剛
院
は
、
か
つ
て
は
中
州
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
と
考
え
、
「
シ
マ
」

は
耕
地
で
は
な
く
、
中
州
を
意
味
し
て
い
る
と
と
ら
え
た
。 

［
野
島
の
浄
山
寺
も
川
に
囲
ま
れ
た
中
州
］
（
推
定
） 

私
は
、
野
島
と
大
野
島
の
関
係
は
、
名
前
が
偶
然
似
て
い
る
の
で
は
な
く
、
か
な
り
以
前
か
ら
何

か
関
係
が
あ
る
と
思
い
続
け
て
い
た
。
秦
野
氏
の
「
大
野
島
村
が
中
州
な
ら
、
野
島
村
も
中
州
で
あ

る
」
と
の
仮
説
か
ら
、
私
の
疑
問
が
解
け
て
き
た
。 

野
島
の
「
シ
マ
」
も
単
な
る
耕
地
と
言
う
意
味
で
は
な
く
、
中
島
と
言
う
意
味
も
含
ま
れ
て
い
る

の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
野
島
の
地
は
、
野
島
の
西
側
の
末
田
と
の
境
、
及
び
そ
の
境
か
ら
元
荒
川

に
向
け
た
北
方
延
長
上
（
金
剛
院
の
東
方
二
五
〇
㍍
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
西
側
）
に
一
本
の
川
筋
が
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
野
島
の
浄
山
寺
と
末
田
の
金
剛
院
と
の
間
に
は
川
で
区
切
ら
れ
て
い
て
、

陸
続
き
で
は
な
く
、
と
も
に
中
州
（
中
島
）
で
あ
っ
た
と
い
え
る
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
秦
野
氏
は
、

聖
な
る
場
所
と
し
て
の
一
つ
の
中
州
に
二
つ
の
由
緒
あ
る
寺
院
が
建
立
さ
れ
た
と
推
定
し
て
い
る
。 

［
大
野
島
の
地
名
の
由
来
は
野
島
］
（
推
定
） 

野
島
の
元
荒
川
上
流
の
対
岸
に
あ
る
大
野
島
は
、
大
野
島
の
西
側
に
沿
っ
て
流
れ
る
元
荒
川
と
、

大
野
島
の
東
側
に
大
野
島
を
囲
む
よ
う
に
し
て
流
れ
て
い
た
川
（
秦
野
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
現

在
の
春
日
部
市
内
の
古
隅
田
川
か
ら
続
く
か
つ
て
の
大
河
か
）
と
に
挟
ま
れ
た
地
域
で
、
さ
ら
に
「
大

野
島
は
周
り
が
川
に
囲
ま
れ
た
中
州
で
あ
る
」
と
秦
野
氏
は
推
定
し
て
い
る
。 

こ
の
「
大
野
島
」
の
地
名
の
い
わ
れ
は
、
野
島
の
地
と
比
べ
て
よ
り
大
き
な
地
と
い
う
意
味
か
ら
、

「
野
島
」
に
「
大
」
を
付
け
た
こ
と
に
由
来
す
る
と
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 

※
秦
野
秀
明
氏
の
多
大
な
る
協
力
を
得
た
こ
と
を
こ
こ
に
記
し
ま
す
。 

 



 



 



 



 



 



 



５
．
四
本
圦(

し
ほ
ん
い
り)

 

秦
野 

秀
明 

 

は
じ
め
に 

 

越
谷
市
内
大
沢
地
区
に
存
在
す
る
「
内
野
圦
樋
」
は
、
通
称
「
四
本
圦
」
と
呼
ば
れ
る
。 

「
末
田
・
須
賀
溜
井
」
よ
り
圦
樋
に
よ
っ
て
引
水
さ
れ
る
須
賀
用
水

(

１)

が
、
「
松
伏
溜
井
」
よ

り
直
接
引
水
さ
れ
る
葛
西(

鷺
後)
用
水(

逆
川)

を
、
「
伏
せ
越
し
」
で
通
過
す
る
圦
樋
で
あ
る
。 

 

本
稿
で
は
、
「
内
野
圦
樋(

四
本
圦)

の
詳
細
、
来
歴
、
水
害
記
録
に
つ
い
て
、
述
べ
る
こ
と
と

す
る
。 

 

一 

「
内
野
圦
樋(

四
本
圦)

」
の
詳
細 

 

明
治
二
十
年
『
大
沢
町
地
誌
』
に
は
、
「
内
野
圦
樋(

四
本
圦)

」
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
記

載
が
あ
る
。 

 

「
史
料
一
」 内

野
圦
樋 

 
 

所
在 

葛
西
溜
井
ノ
底
ニ
埋
ム 

 
 

長 
 

拾
八
間 

 
 

 

幅 
 

横
八
尺 

高
四
尺 

 
 

構
造 

木
製 

 
 

 

架
設
年
月 

慶
応
三
年
弐
月 

 
 

雑
項 

須
賀
堀
ノ
水
本
樋
ニ
至
リ
葛
西
溜
井
ノ
底
ヲ
通
過
シ
、 

 
 

 
 

 

曲
状
ヲ
ナ
シ
増
林
村
地
内
字
古
川
ニ
入
ル

(

２) 

(

太
字
・
傍
線
筆
者)

 

 

文
政
五
年(

一
八
二
二)

ま
で
に
、
福
井
猷
貞
が
著
し
た
『
大
沢
猫
の
爪
』
に
は
、
「
内
野
圦
樋(
四

本
圦)

」
と
推
定
さ
れ
る
「
内
野
」
の
「
悪
水
圦
」
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。 

 

「
史
料
二
」 

 
 

内
野 

一 

悪
水
圦 

長 

十
八
間 

 
 

 
 

 
 

横 

二
間 

高 

四
尺
五
寸

(

３) 

(

太
字
・
傍
線
筆
者)

 

 

二 

「
内
野
圦
樋(

四
本
圦)

」
の
来
歴 

 

天
保
十
一
年(

一
八
四
〇)

に
、
江
澤
昭
融
が
著
し
た
『
大
沢
町
古
馬
筥
』 

に
は
、
「
内
野
圦
樋

(

四
本
圦)

」
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。 

 

「
史
料
三
」 



 



 



 



ね
ん
し
ゅ
つ 

ゆ
う
と
う 

だ
い
じ
ん 

越
ヶ
谷
町
百
万
円
事
件 

 
 
 
 
 

日
本
中
を
驚
か
せ
た
〝
越
谷
発
信
〟
の
事
件 

原 

田 

民 

自 
 

昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）
十
二
月
十
八
日
、
警
視
庁
よ
り
あ
る
事
件
が
二
十
七
日
ぶ
り
に
解
禁
さ
れ

た
の
を
機
に
、
多
く
の
新
聞
社
が
事
件
を
一
斉
に
報
じ
た
。
全
国
紙
で
最
大
級
の
発
行
部
数
を
誇
っ
て
い

た
東
京
日
日
新
聞
（
現
・
毎
日
新
聞
）
、
読
売
新
聞
や
国
民
新
聞
が
号
外
を
発
行
し
た
。
事
件
の
内
容
は
、

埼
玉
県
庁
の
会
計
課
長
が
そ
の
地
位
を
利
用
し
、
地
方
の
一
町
長
と
通
じ
て
県
庁
名
義
の
偽
造
文
書
に
知

事
の
官
印
を
盗
用
し
て
、
七
年
間
に
百
万
円
を
越
え
る
巨
額
を
銀
行
よ
り
引
き
出
し
、
株
相
場
と
遊
蕩
（
酒

や
芸
者
遊
び
）
に
使
用
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
当
時
の
白
米

十
㎏
は
二
円
五
十
銭
。
現
在
（
平
成
二
十
五
年
／
二
〇
一
三
年
）
の
精
米
（
白
米
）
十
㎏
を
三
五
〇
〇
円

と
し
て
換
算
す
る
と
、
当
時
の
百
万
円
は
現
在
で
は
十
四
億
円
と
い
う
巨
額
に
の
ぼ
る
。 

事
件
の
当
事
者
で
あ
る
有
滝
七
蔵
は
、
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
十
二
月
か
ら
昭
和
十
一
年
（
一
九
三

六
）
十
二
月
ま
で
の
十
九
年
間
に
わ
た
り
、
越
ヶ
谷
町
の
町
長
を
勤
め
た
人
物
で
、
現
在
の
越
谷
市
に
つ

な
が
る
多
く
の
業
績
を
残
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。
在
任
中
の
業
績
の
中
に
は
、
越
ヶ
谷
町
に
「
越
ヶ

谷
駅
」
を
誘
致
。
越
ヶ
谷
実
践
女
学
校
（
越
ヶ
谷
高
校
の
前
身
）
を
設
立
し
、
同
校
を
県
立
移
管
し
た
こ

と
。
当
時
国
道
で
あ
っ
た
旧
日
光
街
道
を
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
し
た
こ
と
な
ど
数
多
く
あ
げ
ら
れ
る
。 

事
件
の
発
端
は
、
町
立
で
あ
っ
た
女
学
校
を
県
立
に
移
管
す
る
た
め
の
負
担
金
十
二
万
円
の
捻
出
を
県

地
方
課
で
知
己
の
人
物
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
〝
町
債
一
時
借
入
〟
と
い
う
方
法
と
知
事
官
印
を
文
書
に

押
す
こ
と
で
銀
行
か
ら
お
金
を
借
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
方
法
を
伝
え
、
早
速
、
実
行
し
た
。
二
人
は

知
事
印
を
文
書
に
押
印
す
る
こ
と
で
大
金
を
得
ら
れ
る
こ
と
に
着
目
。
今
度
は
…
と
、
考
え
を
拡
大
し
て

七
年
間
で
八
回
に
わ
た
り
計
百
二
十
二
万
円
を
だ
ま
し
取
り
、
途
中
二
十
万
円
余
を
銀
行
へ
返
済
し
た
。 

だ
ま
し
取
っ
た
百
万
円
の
う
ち
七
、
八
十
万
円
を
有
滝
町
長
が
主
と
し
て
株
相
場
に
使
い
、
相
手
が
受

け
取
っ
た
額
は
約
十
万
円
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
有
滝
町
長
は
豊
富
な
軍
資
金
で
盛
ん
に
株
の
売
買
に
乗

り
出
し
た
が
、
失
敗
の
連
続
で
、
以
後
、
酒
色
に
ま
ぎ
ら
わ
し
て
大
尽
遊
び
（
遊
里
な
ど
で
金
銭
を
多
く

使
っ
て
豪
遊
）
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
東
京
で
は
赤
坂
、
浜
町
、
浅
草
、
向
島
。
埼
玉
で
は
浦

和
、
熊
谷
、
越
ヶ
谷
の
一
流
料
亭
や
花
街
に
足
し
げ
く
通
い
札
び
ら
を
ば
ら
ま
き
、
多
数
の
女
を
囲
っ
た
。 

現
職
の
町
長
の
逮
捕
で
町
役
場
は
一
時
大
混
乱
に
陥
っ
た
と
い
う
。
そ
の
後
、
二
人
に
よ
っ
て
使
わ
れ

た
百
万
円
を
誰
が
負
担
す
る
の
か
と
な
り
、
県
は
「
責
任
な
し
」
と
言
い
張
り
、
銀
行
は
「
県
を
信
用
し

て
貸
し
た
の
で
当
然
返
し
て
も
ら
う
」
と
な
っ
た
。
仮
に
県
民
が
負
担
す
る
こ
と
に
な
る
と
一
世
帯
あ
た

り
現
在
の
五
千
円
に
相
当
す
る
が
、
こ
の
顛
末
が
新
聞
に
報
じ
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
う
し
て
警

察
に
検
挙
さ
れ
た
二
人
は
大
審
院
判
決
で
そ
れ
ぞ
れ
懲
役
八
年
の
刑
に
処
さ
れ
、
有
滝
は
服
役
後
し
ば
ら

く
し
て
越
ヶ
谷
町
に
戻
り
町
内
の
病
院
で
亡
く
な
っ
た
。
私
財
は
全
て
浦
和
の
銀
行
に
差
し
押
さ
え
ら
れ

家
屋
も
整
理
さ
れ
、
有
滝
に
は
子
供
が
い
な
か
っ
た
た
め
、
彼
の
死
に
よ
り
家
は
途
絶
え
た
。 



＝ 昭和初期に流通していた高額紙幣 ＝ 
 



 



 



 


